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私 の 好 き な 格 言

「礼儀、礼節を
重んじる心を持て」

�  佐藤　修

　

『
お
客
様
と
食
材
の
気
持
ち
に

な
る
』
こ
れ
が
信
条
の
澤
田
氏
は

昭
和
57
年
生
ま
れ
の
室
蘭
市
出
身
。�

高
校
時
代
に
バ
イ
ト
先
の
社
長
よ

り
「
や
り
た
い
事
が
無
い
な
ら
料

理
人
を
や
れ
ば
？
」
の
一
言
で
料

理
人
に
な
る
こ
と
を
決
断
。
高
校

を
卒
業
後
、
登
別
温
泉
滝
乃
家
に

入
社
。
毎
日
ひ
た
す
ら
追
い
回
し

の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
当

時
の
先
輩
か
ら
仕
事
終
わ
り
に
よ

く
誘
わ
れ
、
可
愛
が
っ
て
い
た
だ

い
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
年
が
経
ち
、
関
東
で
仕
事
を

し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

２
０
０
６
年
、
神
奈
川
県
湯
河
原

温
泉
の
日
本
料
理
研
究
会
の
師
範

の
下
で
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
湯
河
原
に
居
た
時
は

本
当
に
辛
い
こ
と
だ
ら
け
で
、
何

度
も
「
料
理
人
に
は
向
い
て
い
な

い
」
と
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
「
紹
介
し
て
い
た

だ
い
た
方
の
顔
を
潰
す
わ
け
に
い

か
な
い
」「
泣
き
寝
入
り
し
て
地

元
に
は
帰
れ
な
い
」
こ
の
２
つ
が

心
の
支
え
と
な
り
、
辛
く
て
も
い

つ
か
は
報
わ
れ
る
と
考
え
、
乗
り

越
え
る
こ
と
が
出
来
た
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
沢
山
の
親
方
の
下
で

色
々
な
仕
事
を
し
て
い
く
中
で
、

26
歳
の
時
に
や
っ
と
「
料
理
人
は

楽
し
い
」
と
心
か
ら
思
え
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。「
料
理
人

の
仕
事
は
盗
ん
で
も
捕
ま
ら
な

い
」
と
、
あ
る
方
か
ら
の
一
言
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
箱
根
に
て
従
事
。
３

年
間
で
沢
山
の
調
理
場
、
親
方
、

先
輩
の
下
で
お
世
話
に
な
り
、
２

０
１
３
年
に
北
海
道
に
恩
返
し
が

し
た
い
と
考
え
、
札
幌
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
入
社
、
２
０
１
６
年
宴

会
和
食
調
理
長
、
翌
年
に
ガ
ー
デ

ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
環
樂
調
理
長
に
就

任
、
人
望
も
厚
く
『
一
次
産
業
の

想
い
を
届
け
る
料
理
』
を
念
頭
に

第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
紹
介
者
）札

幌
割
烹
調
理
師
会

鈴
木　

慎
也

札幌割烹調理師会
副幹事長

澤田　朋和 氏

庖
丁
い
っ
ぽ
ん

庖
丁
い
っ
ぽ
ん

題
字\

札
調
連
会
長  

細
川 

正
人
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札
幌
市
調
理
師
団
体
連
合
会

会
長
　
細
川　

正
人

　

令
和
８
年
の
新
年
を
迎
え
、
謹

ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
５
月
の
定
期
総
会
に
お
き

ま
し
て
、
鈴
木
健
雄
前
会
長
の
後

を
引
き
継
ぎ
、
私
が
４
代
目
の
会

長
に
就
任
し
て
以
来
、
札
幌
市
を

は
じ
め
札
調
連
に
加
盟
し
て
い
る

調
理
師
団
体
、
そ
し
て
関
係
団
体

及
び
特
別
賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
、�

当
連
合
会
の
事
業
推
進
と
運
営
に

格
別
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
主
な
事
業
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
７
月
に
庖
丁
塚

供
養
祭
を
行
い
、
気
温
35
℃
を
超

え
る
猛
暑
の
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、�

多
く
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、�

無
事
に
供
養
祭
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
に
は

「
東
家
寿
楽
」
を
会
場
に
「
健
康

料
理
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催

し
、
３
倍
を
超
え
る
応
募
者
の
中

か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
市
民
の
皆

さ
ん
に
、「
道
産
ま
ふ
ぐ
」
な
ど

地
産
地
消
の
食
材
を
用
い
た
７
品

の
「
そ
ば
料
理
」
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
、
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
10
月
に

は
２
年
続
け
て
「
ふ
ぐ
処
理
者
認

定
試
験
準
備
講
習
会
」を
実
施
し
、

全
道
か
ら
30
名
の
受
講
者
を
受
け

入
れ
て
、
ふ
ぐ
鑑
別
の
講
義
や
ふ

ぐ
処
理
の
実
習
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

私
ど
も
の
札
調
連
は
、
平
成
２

年
９
月
に
市
内
13
の
調
理
師
団
体

が
、
横
の
連
携
を
図
り
結
束
し
な

が
ら
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
誕
生
し
、
そ
の
３

年
後
の
平
成
５
年
８
月
か
ら
、
会

の
活
動
状
況
や
会
員
へ
の
情
報
提

供
の
場
と
し
て「
も
じ
ゃ
こ
通
信
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
以
来
、

毎
年
３
号
ず
つ
33
年
間
作
り
続
け

て
、
今
年
の
７
月
号
で
100
号
の
節

目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
こ
れ
ま
で
原

稿
作
り
に
携
わ
っ
た
編
集
委
員
を

始
め
関
係
者
の
皆
様
の
ご
努
力
の

賜
物
で
あ
る
と
思
う
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
落
ち
込
ん
だ

訪
日
外
国
人
客
数
が
Ｖ
字
回
復
し
、�

昨
年
１
年
間
で
は
史
上
初
め
て
４

０
０
０
万
人
を
突
破
し
て
過
去
最

多
の
４
２
７
０
万
人
に
達
し
、
あ

わ
せ
て
旅
行
消
費
額
も
９
・
３
兆

円
と
過
去
最
高
を
更
新
し
て
お
り
、�

２
０
３
０
年
に
は
訪
日
客
６
０
０

０
万
人
、
消
費
額
15
兆
円
の
達
成

を
政
府
が
目
標
と
し
て
掲
げ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
急
増
す
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
対
応
す
る

た
め
に
も
、
私
ど
も
は
伝
統
あ
る

「
食
文
化
」
を
守
り
な
が
ら
も
、

常
に
研
鑽
を
重
ね
、
新
し
い
料
理

に
も
挑
戦
す
る
意
欲
を
持
ち
続
け
、�

札
幌
市
民
を
は
じ
め
札
幌
を
訪
れ

る
観
光
客
の
方
々
に
、
健
康
的
で

安
全
・
安
心
な
料
理
を
提
供
し
、

「
食
の
ま
ち
さ
っ
ぽ
ろ
」
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
役
割
を
、

今
後
と
も
担
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い

年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
健
や
か

で
希
望
に
満
ち
た
１
年
と
な
り
ま

す
よ
う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
本
年
も
、
札
幌
市
を

は
じ
め
各
加
盟
団
体
、
関
係
各
位

の
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Loulu.Loup
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昨
年
12
月
９
日
、
令
和
７
年
度

第
２
回
札
調
連
四
役
会
議
が
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
地
下
１
階

「
あ
き
ず
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
は
鈴
木
裕
一
郎
会
長
代
行

の
議
事
進
行
に
よ
り
、
令
和
７
年

度
の
事
業
執
行
状
況
や
収
支
決
算

見
込
み
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
ほ

か
、
１
月
28
日
に
開
催
さ
れ
る
理

事
会
、
講
師
研
修
会
、
新
年
会
の

内
容
が
議
題
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
今
後
の
庖
丁
塚
会
計
事
業
で

は
、
55
周
年
事
業
と
し
て
奉
賛
者

碑
の
増
設
、
60
周
年
事
業
と
し
て

記
念
碑
の
コ
ー
キ
ン
グ
等
の
作
業

を
予
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。�

こ
の
他
、
来
年
度
の
健
康
料
理

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は「
洋
食
料
理
」

を
全
日
本
司
厨
士
協
会
札
幌
支
部

が
担
当
し
て
10
月
中
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、「
ア
ジ
サ
イ
」

の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
て
行
っ
て

い
る
庖
丁
塚
供
養
祭
の
開
催
時
期

に
つ
い
て
も
協
議
さ
れ
、
例
年
実

施
し
て
い
る
７
月
下
旬
は
気
温
が

高
く
、
参
加
者
等
の
健
康
被
害
が

危
惧
さ
れ
る
た
め
、
来
年
度
は
こ

れ
ま
で
よ
り
１
週
間
早
く
、
開
始

時
間
を
30
分
早
め
て
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
協
議
さ
れ
た
議
事

は
１
月
28
日
の
第
２
回
札
調
連
理

事
会
に
も
諮
ら
れ
ま
す
。

　

会
議
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
開

か
れ
、
細
川
会
長
の
挨
拶
の
後
懇

親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
最
後
は
鈴

木
会
長
代
行
の
挨
拶
で
会
は
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

札
調
連
四
役
会
・懇親

会
開
催

　

１
月
28
日
、
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス

タ
ー
札
幌
に
お
い
て
令
和
７
年
度

第
２
回
札
調
連
認
定
講
師
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
に

は
札
調
連
認
定
講
師
、
札
調
連
役

員
、
札
幌
市
名
誉
調
理
師
な
ど
32

名
が
参
加
し
、
司
会
は
札
幌
そ
ば

麵
類
研
究
会
の
佐
藤
元
治
氏
が
務

め
、
講
師
委
員
会
の
鈴
木
裕
一
郎

委
員
長
の
開
会
の
挨
拶
で
始
め
ら

れ
ま
し
た
。
今
回
の
講
師
は
、
札

幌
割
烹
調
理
師
会
会
長
の
葛
西
利

男
氏
で
、「
私
の
調
理
師
人
生
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

葛
西
氏
は
三
笠
町
幾
春
別
の
生

ま
れ
で
、
高
校
卒
業
後
、
す
ぐ
に

調
理
の
仕
事
に
は
就
か
ず
、
１
年

間
、
横
浜
の
重
工
業
の
会
社
に
勤

務
し
ま
し
た
が
、
職
場
の
駅
伝
競

走
で
一
緒
に
な
っ
た
先
輩
と
意
気

投
合
し
、
共
に
一
年
発
起
し
て
敢

え
て
辛
い
飲
食
の
世
界
へ
踏
み
出

す
こ
と
を
決
意
し
、
板
前
修
業
の

道
へ
進
み
ま
し
た
。
横
浜
の
寿
司

店
と
吉
祥
寺
の
割
烹
で
約
２
年
間

働
き
、
そ
の
後
、
職
場
の
兄
弟
子

を
追
っ
て
金
沢
へ
移
り
、
金
沢
で

は
入
会
し
た
調
理
師
会
の
お
世
話

で
複
数
の
店
を
渡
り
歩
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
当
時
、
同
い
年
で

第
２
回
札
調
連
認
定

講
師
研
修
会
開
催

五
島
列
島
出
身
の
先
輩
か
ら
旅
行

土
産
で
も
ら
っ
た
柳
庖
丁
の
こ
と
、�

旅
館
の
厨
房
で
穿
い
た
高
下
駄
の

こ
と
な
ど
を
思
い
出
深
く
話
さ
れ

ま
し
た
。
そ
う
し
て
27
歳
で
北
海

道
に
戻
り
、「
誉
御
殿
」、「
蝦
夷

御
殿
」、「
百
渓
園
」
で
調
理
長
な

ど
を
務
め
、
全
国
に
あ
っ
た
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
園
の
統
合
に
よ
り
本
社

勤
務
を
経
験
し
、
慣
れ
な
い
パ
ソ

コ
ン
と
格
闘
し
な
が
ら
、
原
価
率

管
理
や
商
品
管
理
な
ど
を
学
ん
だ

と
の
こ
と
で
す
。
64
歳
で
引
退
す

る
ま
で
厨
房
に
立
ち
な
が
ら
、
現

在
も
調
理
師
会
の
役
員
と
し
て
、

業
界
と
後
進
の
た
め
ご
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、葛
西
氏
の
講
演
内
容
は
、

今
後
札
調
連
か
ら
発
行
さ
れ
る
冊

子
「
私
の
調
理
師
人
生
」
第
３
号

に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

研修会の様子 講師の葛西利男氏

京王プラザホテル「あきず」にて
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１
月
28
日
、
講
師
研
修
会
や
新

年
会
に
先
立
ち
、
午
後
２
時
30
分

か
ら
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌

で
役
員
16
名
の
出
席
の
も
と
第
２

回
札
調
連
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

細
川
正
人
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、�

鈴
木
裕
一
郎
会
長
代
行
の
進
行
で

会
議
が
進
め
ら
れ
、
ま
ず
山
口
事

務
局
長
か
ら
、
令
和
７
年
度
の
事

業
中
間
報
告
や
令
和
７
年
度
の
一

般
会
計
と
庖
丁
塚
会
計
の
収
支
決

算
見
込
み
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

事
業
内
容
及
び
収
支
決
算
見
込
み

と
も
に
了
承
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

来
年
度
の
札
調
連
役
員
の
改
選
や
、�

食
品
保
健
講
師
及
び
札
調
連
認
定

講
師
の
更
新
に
関
す
る
推
薦
依
頼

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て
、

健
康
料
理
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ
れ
、
令
和
８
年

　

１
月
28
日
、
札
調
連
新
年
会
が

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
、
役
員
、

名
誉
調
理
師
な
ど
34
名
が
集
ま
り
、�

札
幌
割
烹
調
理
師
会
会
長
代
行
の

沼
久
内
義
直
氏
の
司
会
進
行
の
も

と
開
会
と
な
り
ま
し
た
。初
め
に
、

第
２
回

第
２
回札

調
連
理
事
会
開
催

札
調
連
理
事
会
開
催

令
和
８
年

令
和
８
年札調

連
新
年
会
開
催

札
調
連
新
年
会
開
催

度
の
開
催
場
所
や
時
期
等
は
担
当

団
体
の
全
日
本
司
厨
士
協
会
札
幌

支
部
に
一
任
さ
れ
、
令
和
９
年
度

は
「
和
食
」
を
提
供
料
理
と
し
て

担
当
団
体
を
調
整
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
令
和
８
年

度
の
講
師
研
修
会
講
演
者
の
協
議

を
行
い
、
日
本
中
国
料
理
協
会
札

幌
支
部
か
ら
講
師
を
選
定
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
庖
丁
塚
会
計
事
業
に

つ
い
て
は
55
周
年
事
業
と
な
る
令

和
９
年
度
の
供
養
祭
に
向
け
て
奉

賛
者
碑
を
増
設
す
る
こ
と
、
暑
さ

対
策
と
し
て
令
和
８
年
度
の
供
養

祭
の
開
催
時
期
を
早
め
る
こ
と
な

ど
が
説
明
さ
れ
、
ま
た
、
令
和
８

年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。

札調連

事 業事 業
報 告報 告

細
川
正
人
会
長
か
ら
新
年
の
挨
拶

が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
で
あ
る
札

幌
市
保
健
所
食
の
安
全
担
当
部
長

の
長
野
彩
子
様
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
そ
の
後
、
北
海
道
議
会
議

員
の
千
葉
真
裕
様
及
び
和
田
敬
太

様
か
ら
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
議
員
の
皆
様
の
ス
ピ
ー
チ

の
あ
と
、
北
海
道
全
調
理
師
会
名

誉
理
事
長
の
渡
邊
孝
行
氏
に
よ
る

乾
杯
の
ご
発
声
で
開
宴
と
な
り
、

会
場
で
は
、
直
前
に
行
わ
れ
た
講

師
研
修
会
の
内
容
な
ど
で
盛
り
上

が
り
、
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

結
び
は
、
札
幌
市
名
誉
調
理
師

会
相
談
役
の
森
下
稔
氏
の
乾
杯
で

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

鈴木会長代行と細川会長

保健所・長野部長の祝辞

和田道議の挨拶

新年会の様子

細川会長「新年の挨拶」

千葉道議の挨拶

渡邊北全調名誉理事長の祝杯
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レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

札
幌
第
一
割
烹
調
理
師
会

札
幌
第
一
割
烹
調
理
師
会

活
動
報
告

活
動
報
告

　

会
の
近
況
や
活
動
に
関
し
て
と
、�

私
自
身
の
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。

会
員
の
減
少
や
高
齢
化
と
と
も
に

新
会
員
の
加
入
も
な
く
、
会
と
し

て
の
活
動
は
な
か
な
か
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

札
幌
第
一
割
烹
調
理
師
会
は
北

海
道
日
本
料
理
研
究
会
と
札
幌
市

調
理
師
団
体
連
合
会
に
加
盟
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
関
連
の
会
議
や

催
事
へ
の
出
席
が
主
な
活
動
と

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
７
月
24

日
に
開
催
さ
れ
た
庖
丁
塚
魚
鳥
菜

供
養
祭
に
関
し
て
は
、
当
番
と

札
幌
そ
ば
麵
類
研
究
会

札
幌
そ
ば
麵
類
研
究
会

活
動
報
告

活
動
報
告

　

令
和
７
年
の
札
幌
そ
ば
麺
類
研

究
会
は
、
札
幌
市
調
理
師
団
体
連

合
会
の
講
師
研
修
会
で
「
私
の
調

理
師
人
生
」
発
表
と
健
康
料
理

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
当
番
に
当
た

り
、「
調
理
師
人
生
」
は
代
表
の

私
が
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
、�

私
の
人
生
を
見
直
す
良
い
機
会
を

頂
き
、
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
に

聴
い
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
健
康
料
理

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
昨
年
は

日
中
協
の
皆
さ
ん
が
100
名
以
上
の

市
民
に
美
味
し
い
中
華
料
理
と
解

説
を
提
供
し
て
い
ら
れ
る
の
が
印

な
っ
て
い
た
庖
丁
塚
の
清
掃
を
７

月
22
日
に
会
員
３
名
で
１
時
間
程

か
け
て
行
い
ま
し
た
。
開
催
当
日

は
、
開
催
委
員
長
を
務
め
る
森
下

会
長
以
下
４
名
の
会
員
が
出
席
し

ま
し
た
。
ま
た
、
例
年
開
催
し
て

お
り
ま
す
料
理
の
祖
神
「
磐
鹿
六

雁
命
」
並
び
に
四
條
山
陰
中
納
言

藤
原
政
朝
卿
を
祀
り
感
謝
を
捧
げ

る
四
條
公
祭
を
、
11
月
３
日
に
ホ

テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
に
て
、

関
係
団
体
、
協
賛
業
者
、
議
員
の

皆
様
及
び
会
員
出
席
の
も
と
、
厳

か
か
つ
盛
大
に
催
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
12
月
３
日
に
は
会
員
の

慰
労
と
忘
年
会
を
兼
ね
て
中
国
料

理
「
養
源
郷
」
に
て
食
事
会
を
催

し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
会
員
の
減
少
や
高
齢
化

も
あ
り
、
こ
の
先
ど
う
す
る
の
か

考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
私
自
身
、
今
年
は
後
期
高

齢
者
の
仲
間
入
り
で
す
。
一
昨
年

は
車
を
手
放
し
、
運
転
免
許
更
新

に
当
た
る
本
年
７
月
に
は
、
返
納

を
考
え
て
お
り
ま
す
。
健
康
問
題

も
あ
り
、
発
会
以
来
50
年
以
上
席

を
置
い
て
お
り
ま
し
た
会
の
活
動

も
、
こ
の
辺
で
ひ
と
区
切
り
と

象
に
残
り
ま
し
た
が
、
私
達
は
、

会
員
数
が
少
な
い
の
に
ホ
テ
ル
な

ど
を
使
い
多
く
の
市
民
を
お
招
き

し
て
連
合
会
に
迷
惑
を
か
け
る
事

に
な
る
と
考
え
て
、
小
さ
な
会
を

と
思
い
会
場
も
使
い
慣
れ
た
場
所

を
選
び
、
60
名
位
で
開
催
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
ば
を
ど

の
様
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
を
考
え
、
そ
ば
の
実
は
酢
の
物

に
し
て
海
の
幸
と
合
わ
せ
、
蕎
麦

粉
は
そ
ば
ガ
キ
に
し
て
お
椀
種
に
、�

そ
ば
麺
を
使
っ
た
そ
ば
寿
司
、
健

康
に
良
い
と
さ
れ
て
い
る
銀
杏
芋

で
河
豚
と
鮪
の
山
か
け
、
大
海
老

と
椎
茸
、
青
菜
の
天
ぷ
ら
の
大
根

お
ろ
し
と
ぽ
ん
酢
醤
油
、
そ
ば
は

山
菜
そ
ば
で
薄
い
か
け
汁
を
使
い

サ
ッ
パ
リ
と
食
べ
て
頂
き
、
食
後

に
そ
ば
の
ア
イ
ス
を
提
供
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
参
加
し
て
頂
い

た
お
客
様
に
感
謝
の
気
持
ち
と
共

に
楽
し
ん
で
頂
け
る
様
に
佐
藤
顧

問
に
解
説
と
そ
ば
の
雑
学
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

私
達
札
幌
そ
ば
麺
類
研
究
会
は
、�

正
会
員
数
は
６
名
で
会
員
平
均
年

齢
が
75
歳
と
高
齢
化
、
昔
は
夜
の

９
時
30
分
よ
り
１
～
２
時
間
会
合

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
は
そ

れ
も
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
や

は
り
コ
ロ
ナ
禍
の
時
期
が
長
か
っ

た
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

札
幌
そ
ば
麵
類
研
究
会

佐
藤　

元
治

令和８年度
札調連 定期総会・懇親会

日時：令和８年５月26日（火）
　　　午後３時30分～定期総会
　　　午後５時～懇親会

場所：ホテルライフォート札幌
　　　中央区南10条西１丁目

思
っ
て
お
り
ま
す
。
時
代
も
変
化

し
ま
し
た
。
よ
り
良
い
方
向
へ
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

札
幌
第
一
割
烹
調
理
師
会

成
田　
　

寿

令和７年度供養祭当日の庖丁塚記念碑

佐藤顧問と佐藤代表
（健康料理フェスティバル）

そばアイス 山菜そば
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食
材
の
は
な
し

食
材
の
は
な
し

「
餅
」

日
本
中
国
料
理
協
会
札
幌
支
部

山
田　

晃
司

　

餅
は
、
も
ち
米
と
水
だ
け
か
ら

生
ま
れ
る
、
日
本
の
食
文
化
の
芯

の
よ
う
な
存
在
で
す
。
蒸
し
、
搗

く
こ
と
で
米
は
粒
の
形
を
失
い
、

粘
り
と
伸
び
を
持
つ
ま
っ
た
く
別

の
素
材
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
蒸
し

の
工
程
で
デ
ン
プ
ン
は
ア
ル

フ
ァ
ー
化
し
、
搗
く
こ
と
で
細
胞

が
壊
れ
、
唾
液
の
酵
素
が
一
気
に

働
け
る
状
態
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
餅
は
、
噛
む
ほ
ど
甘
く
な

る
と
い
う
よ
り
、
ひ
と
口
目
か
ら

完
成
さ
れ
た
甘
み
を
持
っ
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

　

調
理
の
視
点
で
見
る
と
、
餅
は

「
火
を
通
す
素
材
」
で
は
な
く
、

「
状
態
を
変
化
さ
せ
て
仕
上
げ
る

素
材
」
な
の
で
す
。
焼
け
ば
表
面

が
乾
き
、
内
部
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
香
ば
し
さ
を
生
み
、
煮
れ
ば

水
を
抱
え
込
み
、
輪
郭
が
溶
け
て

い
く
。
揚
げ
れ
ば
外
は
軽
く
、
中

に
は
粘
り
が
閉
じ
込
め
ら
れ
る
。

同
じ
餅
で
も
、
熱
の
与
え
方
ひ
と

つ
で
ま
っ
た
く
違
う
表
情
を
見
せ

る
。
こ
こ
に
、
餅
と
い
う
素
材
の

奥
深
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
形
や
硬

さ
、
食
べ
方
が
異
な
る
の
も
餅
の

面
白
さ
が
あ
り
、
丸
餅
と
角
餅
、

白
味
噌
と
澄
ま
し
仕
立
て
の
雑

煮
、
砂
糖
醤
油
や
あ
ん
こ
、
き
な

粉
と
い
っ
た
素
朴
な
合
わ
せ
方
も

魅
力
で
す
。

　

保
存
の
知
恵
と
し
て
の
切
り
餅

は
、
日
常
の
中
に
餅
を
根
づ
か
せ

て
き
ま
し
た
。
正
月
や
祝
い
、
節

目
と
深
く
結
び
つ
い
て
き
た
『
ハ

レ
』
の
食
材
で
あ
り
、
餅
を
搗
く

と
い
う
行
為
そ
の
も
の
が
、
共
同

体
の
時
間
で
あ
り
、祈
り
で
し
た
。

　

忙
し
い
現
代
に
お
い
て
も
、
餅

を
口
に
す
る
瞬
間
、
人
は
無
意
識

の
う
ち
に
季
節
や
記
憶
と
繋
が
っ

て
い
る
。
餅
と
は
、
米
と
い
う
命

を
人
の
手
で
練
り
上
げ
、形
に
し
、

生
き
る
力
と
し
て
い
た
だ
く
、
日

本
人
の
記
憶
そ
の
も
の
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

私

好

な

言

の

き

格

「
礼
儀
、礼
節
を
　 

　
　
　

　�

重
ん
じ
る
心
を
持
て
」

　

幼
少
期
は
、
両
親
よ
り
し
つ

け
と
言
葉
を
教
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

日
本
料
理
の
世
界
に
入
り
40

数
年
に
な
り
ま
す
が
、
私
と
親

方
の
出
会
い
は
、
私
が
22
歳
の

頃
で
す
。
今
思
い
出
す
と
、
人
間

的
に
は
昔
の
真
面
目
で
誠
実
な
優

し
い
性
格
で
し
た
。
し
か
し
、
職

場
で
は
一
転
し
て
職
人
に
変
わ
り
、�

常
に
妥
協
を
し
な
い
親
方
で
し
た
。�

日
々
口
に
し
て
い
た
一
つ
一
つ
の

言
葉
に
、
礼
儀
や
挨
拶
は
相
手
よ

り
先
に
目
を
向
け
る
こ
と
、
礼
節

は
相
手
の
思
い
を
汲
ん
で
あ
げ
る

こ
と
な
ど
、
こ
れ
ら
を
毎
日
見
ら

れ
て
い
た
約
30
年
、
私
生
活
を
含

め
て
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
ま

し
た
。
相
談
事
も
親
身
に
向
き

合
っ
て
も
ら
い
、
人
生
の
親
方

で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
親
方

も
10
年
前
に
亡
く
な
り
、
私
も

64
歳
と
な
り
、
今
は
親
方
か
ら

の
教
え
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

定
山
渓
調
理
師
会

佐
藤　
　

修

「
コ
ミ
ュ
力
」

全
日
本
司
厨
士
協
会
札
幌
支
部

板
倉　

洋
祐

　

最
近
良
く
耳
に
す
る
「
コ
ミ
ュ

力
」と
い
う
言
葉
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
こ
と
を
略
し
て
言

わ
れ
て
い
る
が
、
現
代
社
会
で
は

特
に
若
い
世
代
に
こ
の
「
コ
ミ
ュ

力
」
が
不
足
、
低
下
し
て
い
る
傾

向
に
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
は
特

に
コ
ロ
ナ
以
降
の
社
会
背
景
が
密

接
に
影
響
し
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
お
い
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
は
メ
ー
ル
、

チ
ャ
ッ
ト
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等

が
主
流
に
な
り
、
対
面
で
の
機
会

が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
も
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
他
人

と
深
く
関
わ
ら
な
い
「
パ
ー
ソ
ナ

ル
な
生
き
方
」
が
成
立
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
も
事
実
で
、
実
際
に

人
に
合
せ
な
い
自
分
の
軸
を
中
心

と
い
う
考
え
方
で
社
会
と
関
わ
っ

て
い
る
人
達
も
少
な
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
が

こ
う
い
う
生
き
方
に
こ
そ
コ
ミ
ュ

力
が
必
要
で
、
む
し
ろ
人
と
関
わ

随随  

　
想
　
想

る
一
回
一
回
の
質
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
。
周
囲
に
合

せ
た
り
、
空
気
を
読
ん
だ
り
す
る

能
力
で
は
な
く
、
自
分
の
価
値
観

を
言
葉
に
出
来
る
、
無
理
な
関
係

を
は
っ
き
り
と
断
わ
る
こ
と
が
出

来
る
。こ
れ
が
現
代
型
の「
コ
ミ
ュ

力
」
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

社
交
性
こ
そ
コ
ミ
ュ
力
と
い
う
私

の
よ
う
な
古
い
考
え
方
は
少
し

違
っ
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。う
～
ん
、、。た
だ
私
自
身
、

学
校
を
卒
業
し
て
調
理
の
世
界
に

飛
び
込
み
30
年
以
上
、
や
っ
て
く

る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
こ
れ
ま

で
に
出
会
っ
た
先
輩
や
同
僚
、
時

に
は
お
客
様
か
ら
の
お
叱
り
や
感

謝
の
言
葉
な
ど
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
の
人
と
の
関
わ
り
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

対
話
で
し
か
感
じ
取
れ
な
い
表
情

の
変
化
や
言
葉
の
間
、
声
の
温
度

感
や
緊
張
感
。
そ
こ
か
ら
し
か
得

ら
れ
な
い
信
頼
や
安
心
感
と
い
う

も
の
が
そ
こ
に
は
隠
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
し
て
社
会

の
在
り
方
が
ど
ん
な
に
変
わ
っ
て

い
っ
て
も
、
た
ま
に
は
損
得
な
し

に
ど
う
で
も
い
い
馬
鹿
話
を
し
な

が
ら
笑
い
合
え
る
時
間
こ
そ
大
切

だ
と
思
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
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魚の一夜干しなどによるヒスタミン食中毒にご注意ください

魚魚介介類類のの取取扱扱いいにに注注意意

〇魚を保存する場合は、速やか

に冷蔵・冷凍し、常温での放置

時間を最小限にします。

〇塩水漬け等を行う場合、漬け

込み用の水を予め冷やしてお

き、温度を測定してから使用す

るなど、温度上昇によるヒスタミ

ン産生を抑える工夫をしましょ

う。

ヒヒススタタミミンン食食中中毒毒ととはは

ヒスタミン産生菌が、アミノ酸の一種で

あるヒスチジンから「ヒスタミン」という物

質を生成することにより発生する。ヒス

チジンを多く含む赤身魚の加工品が原

因となることが多い。

アレルギーに似た症状が食後

数分～30分くらいで出る。

原因

症状

予予防防ののたためめにに

とある食中毒事例

氷温で数日保存したサンマを、10℃を超

える塩水に約３時間つけた後、冷蔵庫で

１～２日脱水して干物にしたところ、食べ

た人が口の痒みなどの症状を訴えた。

〇他の魚種との交差汚染

や床からの水はねなどによ

るヒスタミン産生菌による再

汚染を避けて、清潔な場所

で作業するようにしましょ

う。

〇調理器具は、しっかり洗

浄のうえ、消毒して使用しま

しょう。

〇魚のエラや内臓は汚染

源となるためできるだけ早く

除去しましょう。

〇解凍や漬け込みを行う場

合はマニュアル化しタイ

マーで時間管理するなど、

長時間放置を避けましょう。

低温管理の徹底 速やかな処理・加工 作業中の汚染に注意

※冷凍ではヒスタミン産生酵素

は失活しません。  

※１０℃でも数日の保存でヒスタ

ミンが増えることがあります 。

５℃以下で保存し短期間で使い

切ることが望ましいです。  

※ヒスタミンは加熱調理によって分解
されません。

札幌市からのお知らせ札幌市からのお知らせ
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会
報
編
集
委
員

委
員
長　

鈴
木
裕
一
郎（
札
調
連
会
長
代
行
）

委　

員　

石
塚　

博
久（
札
幌
そ
ば
麺
類
研
究
会
）

　
　
　
　

佐
藤　
　

修（
定
山
渓
調
理
師
会
）

　
　
　
　

本
間　

勇
司（
札
幌
割
烹
調
理
師
会
）

　
　
　
　

山
田　

晃
司（
日
本
中
国
料
理
協
会
）

　
　
　
　

板
倉　

洋
祐（
全
日
本
司
厨
士
協
会
）

　
　
　
　

成
田　
　

寿（
札
幌
第
一
割
烹
調
理
師
会
）

編
集
長　

山
口　

弘
行（
事
務
局
長
）

機
関
紙
／
も
じ
ゃ
こ
通
信

令
和
８
年
２
月
25
日
発
行　

第
99
号

編
集
発
行
人
／
鈴
木
裕
一
郎

発
行
所
／
札
幌
市
調
理
師
団
体
連
合
会

 

〒
061-

0012 

札
幌
市
中
央
区
北
12
条
西
20
丁
目
２

－１

　
　
　
　

 

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
水
産
棟
４
階

電
話
／（
〇
一
一
）二
一
五

－

六
一
二
五

印
刷
／
株
式
会
社
正
文
舎

　

雪
の
少
な
い
穏
や
か
な
正
月
を

迎
え
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

１
月
下
旬
か
ら
札
幌
で
は
記
録
的

な
大
雪
に
見
舞
わ
ら
れ
、
線
路
や

道
路
の
排
雪
が
追
い
付
か
ず
、
Ｊ

Ｒ
や
バ
ス
が
軒
並
み
ダ
ウ
ン
し
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
運
よ
く

１
月
28
日
の
新
年
会
を
ず
ら
し
て

の
大
雪
だ
っ
た
た
め
、
何
と
か
無

事
に
１
月
の
行
事
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
何
度

も
交
通
機
関
が
止
ま
っ
た
影
響
で

思
う
よ
う
に
職
場
に
出
ら
れ
ず
、

「
も
じ
ゃ
こ
通
信
」
の
編
集
作
業

が
進
ま
な
か
っ
た
り
、
度
重
な
る

大
雪
で
エ
ア
コ
ン
室
外
機
周
り
の

除
雪
が
間
に
合
わ
ず
、
一
時
暖
房

な
し
で
作
業
を
行
っ
た
り
で
苦
戦

し
ま
し
た
が
、
ど
う
に
か
99
号
の

発
行
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

特別賛助会員

当連合会の運営に特別にご支援いただいている特別賛助会員の方々です。（敬称略）

賛　助　会　員　名 役　職 ・ 氏　名 住　　　　　所

株式会社　すし善 代表取締役� 嶋宮　　勤 中央区北１条西27丁目

札幌グランドホテル 総支配人� 長瀬　隆則 中央区北１条西４丁目

札幌パークホテル 総支配人� 齊　　広樹 中央区南10条西３丁目

ホテルライフォート札幌 総支配人� 安岡　政光 中央区南10条西１丁目

京王プラザホテル札幌 代表取締役社長� 本田　敏人 中央区北５条西７丁目

学校法人　光塩学園調理製菓専門学校 理事長� 南部ユンクィアンしず子 中央区大通西14丁目

札幌ビューホテル大通公園 総支配人� 石井　高宏 中央区大通西８丁目

ホテルポールスター札幌 総支配人� 山脇　英嗣 中央区北４条西６丁目

　

今
か
ら
67
年
前
の
昭
和
34
年
１

月
６
日
に
本
会
は
創
立
さ
れ
ま
し

た
。敗
戦
か
ら
の
復
興
が
進
展
し
、

高
度
経
済
成
長
期
の
黎
明
期
を
迎

え
る
中
、
調
理
師
法
施
行
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
捉
え
、
道
内
各
調
理
師

団
体
を
統
一
し
、
調
理
師
の
社
会

的
地
位
の
確
立
を
図
ろ
う
と
の
関

係
者
の
熱
意
に
よ
り
、
本
会
が
誕

生
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
本
会
本
部
の
理
事
・
監
事

32
名
の
平
均
年
齢
は
68
・
８
歳
で

あ
り
、
本
会
創
立
の
時
代
に
生
を

受
け
た
世
代
が
中
心
と
な
っ
て
活

動
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
培
わ
れ
て
き
た
経

験
と
人
脈
は
、
本
会
の
大
き
な
財

産
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
北
全
調
の
活
動
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
札
調
連
の
活
動
と

も
連
動
し
な
が
ら
、
漁
獲
量
が
全

国
１
位
と
な
っ
た
北
海
道
産
ふ
ぐ

の
魅
力
を
広
め
る
た
め
の
取
組
を

一
昨
年
に
続
き
、
実
施
し
た
こ
と

が
特
筆
さ
れ
ま
す
。
同
様
の
取
組

が
、
全
道
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
、
各
支

部
の
研
修
会
で
広
が
っ
て
い
る
こ

と
は
誠
に
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
水
産
林
務
部
の

実
施
す
る
「
道
産
水
産
物
魚
食
普

及
推
進
事
業
」
に
多
く
の
レ
シ
ピ

の
提
供
、
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
に
よ

り
、
積
極
的
に
協
力
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
特
に
昨
年
か
ら
は
、
レ

シ
ピ
が
動
画
化
さ
れ
、
北
海
道
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ

い
。（「
北
海
道
お
さ
か
な
カ
ン
タ

ン
レ
シ
ピ
」
で
検
索
）

　

一
方
で
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
続

く
日
本
経
済
の
低
迷
に
加
え
、
昨

年
は
円
安
の
進
行
に
よ
る
物
価
高

や
人
手
不
足
な
ど
、
飲
食
業
界
を

取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
本
会
に

お
き
ま
し
て
も
、
会
員
数
の
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
社
会
経

済
情
勢
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い

る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

厳
し
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
と
も
札
調
連
の
皆
様
と

一
層
緊
密
に
連
携
し
、
地
産
地
消

の
推
進
を
は
じ
め
、
北
海
道
の
飲

食
文
化
の
魅
力
発
信
に
貢
献
し
な

が
ら
、
本
会
の
事
業
を
一
歩
ず
つ

着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
令
和
８
年
も
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
一
社
）北
海
道
全
調
理
師
会

事
務
局
長
　
伊
藤　

哲
男

　

北
全
調
だ
よ
り

北
全
調
だ
よ
り


